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ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
道

発
行
に
寄
せ
て 

マ
ン
ボ
ー
に
凝
縮
さ
れ
た
稲
本
さ
ん
の
半
生 

こ
の
冊
子
は
、
万
引
問
題
に
関
わ
る
、
あ
る
い
は
興
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
，
そ
の
現
状
を

お
知
ら
せ
す
る
読
み
物
と
し
て
お
届
け
し
た
い
と
思
い
、
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
万
引
問
題
の
す
べ

て
を
整
理
し
て
書
い
た
も
の
（
そ
ん
な
も
の
は
面
白
く
な
い
？
）
で
は
な
い
と
は
い
え
、
こ
の
冊
子
を

読
め
ば
、
万
引
問
題
に
焦
燥
感
や
敗
北
感
を
抱
い
て
い
る
方
も
、
な
ん
と
は
な
く
、
明
る
い
光
を
見
出

さ
れ
る
の
で
は
と
思
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
筆
者
の
万
引
問
題
解
決
へ
の
情
熱
、
湧
き
出
る
ア
イ
デ
ア
、
砕
氷
艦
の
よ
う
な
突
破
力
、

邪
念
の
な
さ
な
ど
が
、
ど
こ
か
少
年
の
よ
う
な
明
る
さ
、
す
が
す
が
し
さ
と
楽
観
的
な
見
方
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
か
ら
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
彼
の
多
様
な
分
野
に
お
け
る
博
識
ぶ
り
に
も
驚
か
さ
れ
た
。
加
え
て
、
人
は
見
か
け
に
よ
ら

ぬ
と
言
う
が
、
彼
の
自
省
心
の
深
さ
が
こ
の
話
を
一
層
ピ
ュ
ア
ー
な
も
の
に
し
た
（
失
礼
し
ま
し
た
。
）。 

ぜ
ひ
と
も
多
く
の
方
に
こ
の
冊
子
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、
そ
う
強
く
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
著
者
の
こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

平
成
二
九
年
十
月
三
一
日 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構

理
事
長

竹
花

豊

防
犯
・
倫
理
・
科
学
読
物
＆
活
劇
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト 

当
初
、
こ
の
企
画
は
月
一
回
の
予
定
だ
っ
た
が
、
読
者
や
関
係
者
の
反
応
が
良
か
っ
た
の
で
毎
号
連

載
に
し
た
。
と
き
に
ブ
ッ
ダ
が
、
あ
る
と
き
は
デ
カ
ル
ト
、
さ
ら
に
は
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
が
彩
り
豊
か
に

登
場
す
る
。
要
所
で
は
時
代
劇
の
よ
う
な
活
劇
シ
ー
ン
が
あ
り
ド
キ
ド
キ
す
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な

文
章
は
地
雷
（

今
風
に
言
う
と
炎
上

）
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
対
決
相
手
？
や
対
立
組
織
？

の
事
前
承
認
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
初
校
が
出
来
て
か
ら
三
ヵ
月
の
間
、
内
容
精
査
の
時
間
や
テ

ー
マ
の
進
展
を
確
認
し
な
が
ら
内
容
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
４
月
５
日
の
公
共
放
送
か
ら
報
道
の
重

要
さ
・
難
し
さ
を
学
ぶ
」
の
内
容
は
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
で
す
ぐ
に
で
も
掲
載
し
た
い
と
稲

本
氏
に
お
願
い
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
へ
の
確
認
だ
け
で
な
く
、
防
犯
画
像
の
共
同
利
用
に
つ
い
て
個
人
情

報
保
護
委
員
会
な
ど
の
動
向
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
予
定
通
り
七
月
十
日
に
発
表
し
た
い
と

彼
は
譲
ら
な
か
っ
た
。

今
後
の
連
載
で
は
、
売
場
の
気
づ
き
研
修
、
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
。
大
災
害
時
の
ロ
ス
プ

リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
担
当
者
の
活
躍
、
は
た
ま
た
立
憲
主
義
と
万
引
対
策
の
関
係
な
ど
の
防
犯
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
が
続
く
。
剣
尖
が
鼻
先
を
か
す
め
る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
活
劇
を
早
く
本
紙
で
紹
介
し
た
い
。 

平
成
二
九
年
十
一
月
一
日 

株
式
会
社
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
新
聞
社

編
集
長

野
口

勇
人



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
載
開
始
に
向
け
て 

平
成
二
七
年

米
国
の
フ
ロ
リ
ダ
で
開
催
さ
れ
た
『
常
習
万
引
・
集
団
窃
盗
未
然
防
止 

国
際
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１

５
』
で
は
、
米
国
の
小
売
業
・
警
察
・
ネ
ッ
ト
企
業
の
協
業
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
二

九
年
３
月
９
日
・
１
０
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
第
二
回
目
と
な
る
万
引
対
策
強
化

国
際
会
議
２
０
１
７
で
は
、
可
能
な
限
り
全
国
の
万
引
対
策
に
関
わ
る
方
々
の
ご
参
集
い
た
だ
き
、
万
引
防
止

に
向
け
た
協
業
の
在
り
方
や
人
材
育
成
に
関
し
て
、
継
続
的
な
仕
組
作
り
へ
と
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
行
う
予
定

に
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
ま
ず
は
今
ま
で
の
流
れ
を
振
り
返
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。 

常
習
万
引
・
集
団
窃
盗
未
然
防
止 

平
成
二
八
年
十
月
二
五
日
号  
（
そ
の
１
）  

２
０
１
５
年
急
遽
決
ま
っ
た
国
際
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
マ
ン
ボ
ウ
緊
急
発
進 

平
成
二
八
年
十
一
月
二
五
日
号
（
そ
の
２
）   

日
米
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
米
国
に
結
集
。
し
か
し
録
画
・
録
音
は
禁
止
！ 

平
成
二
八
年
十
二
月
十
日
号  

（
そ
の
３
）  

小
売
業
間
に
於
け
る
防
犯
情
報
共
有
の
た
め
の
ル
ー
ル
と
は
？ 

平
成
二
八
年
十
二
月
二
五
日
号
（
そ
の
４
） 

全
米
各
地
域
の
万
引
防
止
連
絡
会
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ａ
（
オ
ル
カ
）
の
活
躍   

平
成
二
九
年
一
月
十
日
号    

（
そ
の
５
）  

Ｏ
Ｒ
Ｃ
法
と
ソ
ー
ス
タ
ギ
ン
グ
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト 

平
成
二
九
年
一
月
二
五
日
号  

（
そ
の
６
）   

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育
を
手
探
り
で
現
成
公
案(

げ
ん
じ
ょ
う
こ
う
あ
ん)
す 

平
成
二
九
年
二
月
十
日
号    

（
そ
の
７
） 

 
 

Ｏ
Ｒ
Ｃ
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
方
法
・
真
の
性
善
説 

平
成
二
九
年
二
月
二
五
日
号  

（
そ
の
８
） 

小
売
業
挨
拶
係
の
創
設
秘
話
と
防
犯
に
も
役
立
つ
笑
顔
訓
練 

 

平
成
二
九
年
三
月
十
日
号    

（
そ
の
９
） 

 

防
犯
画
像
活
用
に
お
け
る
当
機
構
の
取
組
に
米
国
側
感
嘆
す 

平
成
二
九
年
三
月
二
五
日
号  

（
そ
の
１
０
）  

盗
品
転
売
対
策

足
る
を
知
る
も
の
が
秘
め
た
力
を
解
き
放
つ 

 

新
連
載
予
告

 

十
話
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
念
願
の
万
引
対
策
強
化
国
際
会
議
が
平
成
二
九
年
三
月
九

日
（
木
）・
十
日
（
金
）
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
模
様
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
さ
ら
に
は

各
テ
ー
マ
を
ど
の
よ
う
な
チ
ャ
ー
ト
で
進
め
て
い
く
か
を
新
連
載
「
万
引
対
策
百
般

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
立(

だ)

ち
」

で
紹
介
し
ま
す
。 

新
タ
イ
ト
ル
へ
の
思
い

 

古
代
よ
り
重
大
な
任
務
を
帯
び
て
遠
い
旅
に
出
る
よ
う
な
時
に
は
、
武
道
の
源
流
の
地
で
あ
る
鹿
島
・
香
取
の

両
神
社
に
前
途
の
平
安
を
祈
願
し
た
こ
と
か
ら
、
後
世
に
は
晴
れ
の
門
出
を
祝
い
、
ま
た
、
そ
の
道
中
に
事
故

が
無
い
よ
う
に
祈
り
、
心
を
込
め
て
「
鹿
島
立
ち
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
あ

や
か
り
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
結
集
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
万
引
対
策
を
情
報
発
信
し
ま
す
。 

「
万
引
対
策
百
般

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
立(

だ)

ち
」
を
乞
う
ご
期
待
！ 

 

万
引
対
策
百
般

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
立(

だ)

ち
」 

平
成
二
九
年
四
月
十
日
号

（
そ
の
１
） 

 

参
考
：
万
引
防
止
年
間
チ
ャ
ー
ト
の
裏
面

 

平
成
二
九
年
四
月
二
五
日
号
（
そ
の
２
）  

参
考
：
計
算
尺
と
は

簡
単
な
作
り
方 

 

平
成
二
九
年
五
月
十
日
号

（
そ
の
３
）   

平
成
二
九
年
五
月
二
五
日
号
（
そ
の
４
）   

平
成
二
九
年
六
月
十
日
号

（
そ
の
５
）   

平
成
二
九
年
六
月
二
五
日
号
（
そ
の
６
）   

平
成29

年 7

月10

日
号
（
そ
の
７
） 

N
EW

 
 

   



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

万
引
対
策
百
般

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
立(

だ)

ち 
平
成
二
九
年
四
月
十
日
号

（
そ
の
１
） 

 

新
た
な
道
し
る
べ
・
万
引
防
止
年
間
チ
ャ
ー
ト
が
生
み
出
し
た
も 

平
成
二
九
年
四
月
二
五
日
号
（
そ
の
２
）  

 
万
引
・
ロ
ス
対
策
の
尺
度
（
Ｌ
Ｐ
メ
ジ
ャ
ー
） 

平
成
二
九
年
五
月
十
日
号

（
そ
の
３
）   

日
本
初
・
ロ
ス
プ
リ
の
本
格
講
義
開
催
と
ロ
ス
予
測
の
パ
ワ
ー 

平
成
二
九
年
五
月
二
五
日
号
（
そ
の
４
）   

従
業
員
・
経
営
者
・
お
客
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
味 

平
成
二
九
年
六
月
十
日
号

（
そ
の
５
）   

悪
質
万
引
に
対
抗
・
関
係
者
を
結
ぶ
連
絡
網
が
あ
れ
ば 

平
成
二
九
年
六
月
二
五
日
号
（
そ
の
６
）   

先
達
か
ら
今
に
受
け
継
ぐ
再
犯
防
止
教
育
の
精
神
を
偲
ぶ 

平
成
二
九
年
七
月
十
日
号

（
そ
の
７
） 

 

４
月
５
日
の
公
共
放
送
か
ら
報
道
の
重
要
さ
・
難
し
さ
を
学
ぶ 

平
成
二
九
年
七
月
二
五
日
号
（
そ
の
８
） 

防
犯
民
主
主
義
の
萌
芽

ど
の
店
舗
の
防
犯
も
置
き
去
り
に
し
な
い 

平
成
二
九
年
八
月
十
日
号

（
そ
の
９
） 

ま
ず
ロ
ス
原
因
の
切
り
分
け
を
行
い
、
全
員
の
参
加
意
欲
を
高
め
る 

平
成
二
九
年
八
月
二
五
日
号
（
そ
の
１
０
） 

警
察
関
連
と
小
売
業
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
強
化
の
調
査
と
諸
策 

平
成
二
九
年
九
月
十
日
号

（
そ
の
１
１
） 

二
つ
の
総
会

現
状
を
再
認
識
し
、
新
た
な
取
り
組
み
に
向
か
う 

平
成
二
九
年
九
月
二
五
日
号
（
そ
の
１
２
） 

情
報
共
有
は
継
続
性
と
対
策
費
の
コ
ス
ト
削
減
を
生
む 

平
成
二
九
年
十
月
十
日
号

（
そ
の
１
３
） 

各
対
策
を
つ
な
ぐ

調
査
・
研
究
の
Ｌ
Ｐ
体
制
を
創
る 

平
成
二
九
年
十
月
二
五
日
号
（
そ
の
１
４
） 

盗
難
盗
品
Ｄ
Ｂ
に
関
す
る
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
光
明 

平
成
二
九
年
十
一
月
十
日
号
（
そ
の
１
５
） 

壁
新
聞
が
さ
さ
や
く
、‘
隠
し
た
ら
店
を
出
ず
と
も
窃
盗
犯
’ 

 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ナ
ビ

別
冊 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
２
０
１
６
特
集
号
よ
り 

常
習
万
引
・
集
団
窃
盗
未
然
防
止 

国
際
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５
報
告 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
２
０
１
７
特
集
号
よ
り

 

不
明
ロ
ス
・
収
益
改
善
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
集
結
！ 

万
引
対
策
強
化
国
際
会
議
２
０
１
７
開
幕
に
む
け
て 





平
成
28
年
10
月
25
日
号





平
成
28
年
11
月
25
日
号





平
成
28
年
12
月
10
日
号





平
成
28
年
12
月
25
日
号





平
成
29
年
1
月
10
日
号





平
成
29
年
1
月
25
日
号





平
成
29
年
2
月
10
日
号





平
成
29
年
2
月
25
日
号





平
成
29
年
3
月
10
日
号





平
成
29
年
3
月
25
日
号





万
引
対
策
百
般　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
立
（
だ
）
ち

平
成
二
九
年
四
月
十
日
号　
（
そ
の
１
） 　
　

　
　
　
　

新
た
な
道
し
る
べ
・
万
引
防
止
年
間
チ
ャ
ー
ト
が
生
み
出
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
考
：
万
引
防
止
年
間
チ
ャ
ー
ト
の
裏
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　

http://w
w

w
.m

anboukikou.jp/pdf/situation323.pdf　

平
成
29
年
4
月
10
日
号





万
引
対
策
百
般　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
立
（
だ
）
ち

平
成
二
九
年
四
月
二
五
日
号
（
そ
の
２
）  　
　

　
　
　
　

万
引
・
ロ
ス
対
策
の
尺
度
（
Ｌ
Ｐ
メ
ジ
ャ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
考
：
計
算
尺
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　

http://w
w

w
.hem

m
i-inc.co.jp/slide_rule/history.htm

l

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
考
：
計
算
尺
の
作
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　

http://w
w

w
.pi-sliderule.net/sliderule/m

ake/pdf.htm
l　

平
成
29
年
4
月
25
日
号





平
成
29
年
5
月
10
日
号





平
成
29
年
5
月
25
日
号





平
成
29
年
6
月
10
日
号





平
成
29
年
6
月
25
日
号





平
成
29
年
7
月
10
日
号





平
成
29
年
7
月
25
日
号





平
成
29
年
8
月
10
日
号





平
成
29
年
8
月
25
日
号





平
成
29
年
9
月
10
日
号





平
成
29
年
9
月
25
日
号





平
成
29
年
10
月
10
日
号





平
成
29
年
10
月
25
日
号





【
謝
辞
】
全
国
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
最
高
顧
問　

桑
島
俊
彦
氏
（
当
機
構 

評
議
員
）
が
一
般
社
団
法
人
全
国
信
用
金

庫
協
会
に
壁
新
聞
を
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
全
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米国の大量万引の状況
　米国側エキスパートの説明によると「米国の万引被害等（カーゴ窃盗を含む）による不明ロス金額
は年間約5.3兆円～7.8兆円（ 1 ドル =120円換算）に達しており、特に深刻なのは、組織的に小売店か
ら大量に万引を行う組織的犯罪行為による被害である。これを
Organized Retail Crime と言い、具体的には組織的に小売店か
ら大量に万引を行う犯罪行為、または、その組織自体を指し、
通常は略して ORC（オーアールシー）と呼ばれている。
　ORC 被害によって、全米では年間約3.6兆円～4.8兆円の損失が
発生しており社会的な大問題になっている。ORC 発生は1990年
以降に米国では確認されるようになり、2005年頃には、一つの
ORC の被害は 5 億円前後だったが、最近では70億円を万引した
スーパー ORC 組織が検挙されるなど、被害の規模は拡大を続け
ている。
　一方、日本では2000年頃から ORC の発生が確認され、一昨年群馬県警が検挙した ORC の推定被
害額は 5 億円であった。万引の万引被害額推定値からすると、万引は100回に 1 回しか検挙されない
犯罪である。捜査にあたった警察官の話では、ORC に至っては500件以上、中には数千件以上の犯行
を重ねてようやく実行犯が検挙されるが、組織の首謀者の検挙までは難しい状況とのことだった。だ
からこそ、小売業・警察・ネット運営会社とのパワー・コラボレーション（以下：コラボと略す）が
必須なのだ。H 本は狭い地域にた＜さんの小売店舗があり、今も短時間に多くの被害が発生してい
る。それはどの程度の規模なのか？国内での ORC による推定被害額の調査は今後の課題である。

（参考）長野県警 HP の大最万引情報
http://www.pref.nagano.lg.jp/police/sousa/drugstore.html

ネット運営会社の ORC 対抗籟
　会議初日は、PaulJones 氏による米国市場の現状についての講演から始まった。小売チェーン店と
ネット販売のキャリアを持つ eBay グローバルアセットプロテクション執行役員である Jones 氏は、

双方の経験を基に集団窃盗への取り組みに関する見解を語った。かつては闇市場、フリーマーケッ
ト、その他の対面販売が、主な盗品換金先のフィールドとして利用されていたが、いまやより収益性
が高く、簡単で広範囲に商品が売れるネット取引市場へ変わってきている。
　氏によれば、eBay のビジネススタイルでは「Trust（信頼）」を保つことが重要な要素であるとい
う。盗品が市場に出回ることで、利用者に不平感を与え、彼らの信頼を損ねる環境が作り上げられて
しまうのである。この問題は 1 社だけが解決できたとしても、全体として放置すれば、最終的にはロ
スが増え、盗品販売により市場価格が下落し、ユーザーが離れ、さらにはより大きな犯罪を生むこと
になる。対策として我々の専任グローバルチームは、規定の遵守、及びテクノロジーを正常に機能さ
せること、小売業側の権限者とのコラボや警察との連携に注力している。」と述べた。
　「ネット販売については、オンラインとリアル店舗の買物客の習性を理解することが重要である。
つまり、 2 つの傾向データを比較分析し、活用することが大切なのである。」と彼は主張した。いず
れも解決法として、チームワーク（連携）・コラボレーション（協業）・コーポレーション（協力）を
要するのである。
　そのため eBay 社は、顧客 ID から出品傾向をチェックしており、大量窃盗情報やギフトカードの
大量販売情報、盗品ではないかという通報や疑いがあれば、店舗・法執行機関、製造業者等から得ら
れた様々なデータと照合し、その顧客 ID に目印を付けることができるシステムを有している。

テクノロジーの活用と運用基準の整備
　 1 日目午後には、本サミットの支援企業である Tyco Retail Solutions 社より集団窃盗を防止する
最新テクノロジーや製品として、最新の商品管理タグ・ブースターバッグやジャマー機器検知ゲート
センサー・RFID や EAS システム、さらにはそれらの連動型ソリューションが紹介された。米国メー
カーが取り扱う幅広い先進的な IP カメラ・ソリューションの中には、パブリックビューモニター

（PVM）や、録画・確認するだけでなく警察へ証拠を受け渡しやすいビデオ解析などがある。これら
のソリューションは店舗から商品棚ごと持ち去る犯行、そして POS レジを介した内部不正などの不
審な行動を店舗管理者に知らせることができる。顔認識システムは、警戒中の不審者が入店した際に
アラームを発し、万引を未然に予防することができる最新ソリューションである。

約70億円の被害を発生させた ORC 組
織

LP Magazine の見出しより



　小売業の変化に適応することは、万引防止システム業界が発展する上で重要な側面である。新たな
スキルや運用基準を身に付ける、新しく創造的な解決策を探求するという改革が全専門分野で必要と
されている。

集団窃盗情報ネットワークの構築について
　GAP 社の Vance Gilbert 氏は集団窃盗情報ネットワーク ORCA（オルカ）の現状について語った。
米国には州ごとにいろいろな ORCA が存在し、警察・検察も入っているところもある。我々も系列
店だけでなく、広く情報を集積し、共有し、警察などとも情報共有することができる ORCA の設立
を目指している。このようにして集積された情報を元に ORC の行動パターン・曜日・シーズン等を
分析し、統計データとしても活用できると考えている。ORCA を運営するためには中心となる委員
会が必要であり、段階ごとの目的を実現していくことが重要である。州単位で、州法や助成制度の整
備なども進められている。

官民一体となったパワーコラボの威力
　会議 2 日目の大手ドラッグストア 2 社である Walgreens 社の Brendan Dugan 氏と CVS 社の
Terrence Mullen 氏による「 2 社コラボ」の話は最も印象に残る講演の 1 つであった。
　Dugan 氏と Mullen 氏は 2 社コラボによって数百万ドルを
超える被害を見事に解明した調査内容について詳しく述べ
た。タッグを組むことで成果につながりうることやコラボに
よる影響力の大きさが明らかとなった。
　「連邦・州・地方の警察との積極的な連携」については連
邦捜査官の Scott Campbell 氏とフロリダ州ブロワード郡保
安官の Rich Rossma 氏により情報提供がなされた。ここで
は、警察担当者との関係を強化することの重要性やコラボす
ることによって成果を収めることができることに焦点が当て
られた。広域 ORC 対策として、GPS Tracking による調査
が法令を遵守しながら行われているとの説明がなされた。

研究機関の調査・教育体制の整備の重要性
　最後は、Loss Prevention Research council 取締役兼フロリダ大学研究者の Read Hayes 博士の講
義で閉幕となった。博士からは、抑止力が犯罪者の意思決定を左右するため、どのように犯人を特定
し、犯罪を防止することができるかについての研究結果が発表された。「全ての犯罪は、犯罪に伴う
リスクとその見返りを比較することからはじまる。犯行し難い、
リスクの割に合わないと思わせることのできる防犯カメラ・PVM・
自鳴式タグのようなハード機器に犯罪者は反応するという事実が
研究で明らかとなった。効果的なソリューションを見出すために、
研究や分析を応用することが大事である。」と博士は強調した。
　米国には大手チェーン店各社によって創設された The Loss 
Prevention Foundation が存在している。LPF では小売業者共通の
防犯ライセンス（対策例や関係法の知識）である LPQ や LPC と
いった質の高い資格制度を運営しており、多くの大学で卒業単位
としても認められている。

国境を越えたパワーコラボが必要
　「集団窃盗対策において、多忙な我々が成果を出すにはコラボすることが不可欠である。」というこ
とが今回の会議の趣旨であった。これらのパートナーシップというのは小売団体、警察組織、防犯機
器メーカー、教育団体、ボランティア団体、更に国自体のことを意味している。集団窃盗が国際的に
懸念されている昨今、最も効果的な解決策は国境を越えた協力をなすことで見つかるのではないだろ
うか。平成27年我が国の万引の認知件数は刑法犯総認知件数の10.7% に達し、総検挙人員の31.4% が
万引犯によって占めるに至っている。その解決にむけて。
日本万引防止システム協会（JEAS）
TEL：03-3355-2322
URL：http://www.jeas.gr.jp

The Loss Prevention
Foundation （LPF）のサイト

官民一体となった調査事例より



万引対策は loss prevention の主要な課題
　平成28年 3 月11日の常習万引・集団窃盗未然防止国際サミット2015報告会（以後、国際サミット）
に続き、NPO 法人全国万引犯罪防止機構（略称：万防機構）では、来る 3 月 9 日と10日東京ビッグ
サイト会議棟にて「万引対策強化国際会議2017」を開催いたします。アメリカから 5 名の専門家を招
き、その先進的取り組みを参考にしながら、わが国における今後の万引対策の在り方を明らかにし、
同じベクトルの下に、万引犯罪に対抗する大きな力の構築を目指しております。
　現在、多くの流通の皆様が万引問題の解決のため奮闘されていますが、個社が連携なく対処してい
るだけでは問題の解決に限界があることは現状が示しているところです。この国際会議を契機とし
て、関係機関の皆様が一層連携を強め、新たな諸対策に緊急に取り組む流れを作ることがこの会議の
主目的です。それを踏まえて、今回は事務局サイドの情報をお伝えします。

より強固なロスプリベンションを生むために
　かつて高志（越）の国と言われた地域で創業し、善悪不二という仏典に因んだ社名の上場企業があ
る。このメーカーは1945年の大空襲で工場を焼失し、その後の不況にも耐え抜いて、日本へ世界へと
品質の良い製品を提供している。その製品が軸受となりあらたな製品が世界で誕生している。
　善悪不二とは、どのような悪事・失敗でも、人々に学びを与え、人を成長させると考えれば、善と
悪の別は、絶対的なものではなくなる。たとえ現象としては違うものであっても、本質を深く見極め
れば合への創造を期するものである。万引が発生した場合は、何よりの被害者側である店舗側の救済
や支援を優先するとは当然のことであるが、さりとて善と悪を区別するだけの犯罪原因論に終始する
ことだけが全てではない。やはり予防主義・犯罪機会論の視点に立ち、点から線、そして面としての
関係者間の情報共有が重要なのである。
　過去のあまたの失敗例が示す通り、失敗をお家の一大事、不祥事、あるいは外部に知られたくない恥
ずかしいこと、ということでわずかな人で、しかも限られた知識で対応していては、抜本的な改善や組織
的な学習につながっていかない。そうさせない組織の仕組み作りがロスプリベンション（以下 LP）なの
である。その意味で我々の文化には損失予防という直訳よりも善悪不二という文字がよく似合う。
　先ほどのメーカーは、人づくりのために高校を創り、地域の人々が安寧に暮らせるようにと病院を
営んでいる。先見の明を持って地域社会に貢献している。このような企業が各地にあり、明日への活
力の源泉になっている。
　今回の国際会議では欧米の LP を学ぶことになるが、我々の社会にはそれに匹敵する。いやそれを
凌駕する慈悲・慈愛の精神がある。東西の思想を紡ぐことで流通業の世界で、万引問題を中心とした

さまざまなリスクに対する強固な仕組み（情報
共有・教育体制）や信頼関係（地域の絆）を生
まれることを願っている。

志をいただくことの意味
　万引対策強化国際会議（以後、国際会議）を
開催するには、大会報告書作りまで含めると
1,500万円を超える資金が必要である。JEAS 理
事会では本大会が滞りなく開催できるようにと
いち早く100万円の支援を決定した。すべての
業界、業種、行政が協力的だったとは言えない状況ではあったが、それは弊方の働きかけや説明力の
未熟さに原因があったと思う。そんななかでも出版・書店業界・メディアを中心に、衣料チェーンそ
して、警備やスーパー業界から志をいただいた。寄付の連絡は何故か携帯にかかってくることが多
い。50万円の寄付をされる団体・企業の方も 5 万円の寄付をいただいた個人も「あの…、あれなんだ
けどね。わずかなんだけど、国際会議の足しにしてほしいので」とすごく謙遜された声でその一報は
届く。一般の企業でこのような活動にお金を出すための社内稟議は大変だと思う。それを含めてお礼
を言わせてほしい。
　さらに JEAS メンバーを中心に広告をお願いしたが、ほとんどの企業がそれに応えていただいた。
万防機構の企業広告は設立以来今回が初めてであり、本格的に寄付をお願いするのも初めてだったの
で、依頼時はなんだかお見合いのような緊張感があった。拝受した浄財もさることながら、その何倍
もの志をいただいたことに感謝である。

心に残るこの 1 年の足跡
　平成28年 3 月11日東京ビッグサイト会議棟にて国際サミッ
ト2015報告会として「大量万引きとどう戦うか～米国事情と
最新トレンド」を開催し、日本小売業協会の清水会長様や東
京都青少年・治安対策本部 青少年・治安対策本部 廣田本部
長様など定員240名をはるかに超える大勢の皆様に参集いただ
く。立ち見が出るほどの盛況ぶりだった。会場に入れなかっ
た方々には大変申し訳なく思う。

ロス削減・収益改善のノウハウがビッグサイトに集結！
万引対策強化国際会議2017開幕にむけて
International Conference for Retail Theft Prevention

日本万引防止システム協会（略称： JEAS）
事務局次長　稲本 義範



　平成28年 6 月16日 万防機構 平成28年度通常総会・意見
交換会では、来賓として経済産業省 商務流通保安審議
官 住田孝之様、警視庁副総監 山下史雄様（当時）、ヤフー
株式会社コーポレート統括本部政策企画本部ネットセーフ
ティ企画部部長 吉田奨様（当時）などが参加され、万引対
策の今後について意見交換された。
　平成28年 7 月 5 日第 1 回準備委員会が開催される。参加
者委員：竹花理事長、高野理事、桑島理事、戸田理事、石
田理事、若松理事、星首都大学東京教授、大手小売業 3
社、オブザーバー：経済産業省流通政策課、警察庁生活安
全企画課、東京都青少年治安対策本部、東京都万引き防止
官民合同会議、報道関係多数参加。同年 9 月9日第 2 回準備
委員会が開催された。
　平成28年12月14日本会議の第 2 回事前説明会が開催され
た。スポンサー候補の40名近くの方にご参集いただき、活
発な要望・質疑があった。なお、12月 7 日第 1 回事前説明
会は準備サイトで動画配信されている。なお、同サイトで
はセキュリティ産業新聞の本会議に関する連載が掲載され
ている。
　平成29年 1 月26日日本リテイリングセンターの2017年新
年度政策セミナーで、竹花理事長が約660名の流通業の経営
幹部の方々に講演。日本リテイリングセンターリサーチ・
デイレクター渥美六雄先生がペガサスクラブ加盟企業に対
して調査されたロス対策資料を見ながら、ほとんどの場
合、ロス対策は店長任せで、具体的な追求をしていないこ
と。従業員への防犯アンケートや防犯面での企業連携がほ
とんどされていない、その状況を丁寧に説明された。エイ
ジスリテイルサポート研究所社長 近江元先生も棚卸毎の
ロス率の変動を安定化することが重要であること、米国の
小売業のロスプリベンションの専門部門と専従役員がいる
ことを図解で説明された。竹花理事長は、それらの問題の
解決のために、米国から専門家を 3 月の国際会議に招聘し
たことを説明した。この日はロスプリベンションの未来が
日本の流通業 TOP の間で共有される最初となった。
　平成29年 2 月 2 日 日本チェーンドラッグストア協会防
犯・有事委員にて佐藤聖理事が国際会議の説明を行う。
　平成29年 2 月 3 日 警察庁生活安全局 山下局長を竹花理
事長が訪問。固際会議の内容説明、国際会議に各地の万引
対策の関わる官民の方々が多数参加すること、各地の万引
対策協議会で防犯情報ネットワークが進んでおり抑止＆検
挙の成果が出ていること、隣接地域との連携を希望する声
があるなどの情報について話し合われた。

　平成29年 2 月 8 日 日本経済新聞本紙で国際会議が紹介される。この時期、この書店、警備、機
器、地域安全の主要な雑誌で国際会議の内容が掲載される。
　平成29年 2 月14日 出版業界をめぐる改正個人情報保護法セミナーに竹花理事長が登壇。
　平成29年 3 月 1 日 全スタッフ最終打ち合わせ会実施。

【開催スケジュール予定】
第 1日（午前 9 時半開会～午後 7 時意見交換会終了 同時通訳付き）

9 ：30 ― 9 ：40　●主催団体理事長挨拶
	 ●来賓挨拶
9 ：40 ― 10：20　●基調講演「米国万引対策の歴史と現状の課題」
	 　米国フロリダ大学 リード・ヘイズ教授
10：20 ― 11：00　●テーマ l「米国小売業におけるロスプリベンションの実例」
	 　クロード・ヴァーヴィル氏
	 　元小売業リーダ協会（RILA）の LP 委員長、
	 　元ホームセンター大手ロウズ副社長
	 　（万引・保安対策、在庫管理について）
11：00 ― 12：00　●テーマ 2 「集団窃盗対策」ドラッグストア大手による協業事例
	 　eBay 元役員 ポール・ジョーンズ氏
	 　日本チェーンドラッグストア協会
12：00 ― 13：00　●ランチョン・セミナー スポンサー企業 日本電気株式会社
13：00 ― 14：00　●テーマ 3 「総合スーパーの万引対策及び地域連携による集団窃盗対策」
	 　ウォルマート社 ダイレクタープレット・デッツァ氏
	 　日本の流通大手
14：00 ― 15：00　●テーマ 4 「ネット企業の盗品転売防止対策」
	 　eBay 元役員 ポール・ジョーンズ氏
	 　日本のネット企業
15：00 ― 15：15　休憩 スポンサー企業広告 グローリー株式会社
15： 15 ― 17：25　●�総括討議 l「日本の万引対策に今何が求められているか」（参加者の意見を踏

まえ、小売業関係者等によるパネルデイスカッション）
17：25 ― 17：40　アンケート記入 移動
17：40 ― 19：00　●意見交換会 Eat it! （イートイット）東京ビッグサイト店にて

第 2日（午前 9 時半開始13時30分終了。同時通訳付き）
9 ：30 ― 12：00　●�総括討議 2 「集団窃盗」対策、盗品処分先対策、ネット企業の盗品転売防止対

策、地域連携による万引対策等の喫緊の万引対策に関して、集中検討会議を開
催（参加者の意見を踏まえ、専門家などによるパネルディスカッション） 
※11：00 ― 11：10頃に寸劇（近未来の挨拶係り）、

	 　休憩
12：00 ― 12：15　●共同宜言発表
12：15 ― 13：00　●記者会見

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結びになりますが、冊子制作に協力いただいた株式会社セキュリティ産業新聞社と日本実務出版株式会社に深く御礼申し上げます。 



 
 
 

本気 

 

本気、本気でやればたいていのことはできる 

本気、本気でやればなんでもおもしろい 

本気、本気でやれば誰かが助けてくれる 

人間を仕合せにするために 

本気で働いている人は 

本気で勉強している人は 

みな幸せで、みなえらい 

 

 

 

※大正昭和の社会教育家である後藤静香先生の著「権威」にある‘本気‘の詩をベースにしています。 

講習会や講演会の結びの言葉の中でもっとも人気があります。 
 
 
 
ロスプリベンションへの道 平成 29 年 12 月 1 日発行 頒価 1,000 円（税別） 
お問い合わせ：特定非営利活動法人 全国万引犯罪防止機構 事務局  〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-2-8 中村ビル 4 階 TEL：03-3355-2322 

（不許複製印刷配布） 


